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２００８年５月１９日
ＪＲ東海労働組合

元原告・故松林さんの遺志を我がものとし、
次なる闘いに決起しよう！

ＪＲ東海労ニュース

本日、東京地方裁判所で、新幹線地本組合員２４名が

訴えていたボーナスカット裁判の不当判決が言い渡され

た。この不当判決に対し断固抗議する。

、 、この裁判の争点は 管理者による組合員の勤務査定が

恣意的な組合差別であるかどうかが問われていたもので

ある。裁判所は、この争点に対し、一切触れていないの

である。しかも、判決文の棄却理由はわずか１０数ペー

ジであり、原告の数で割れば、一人あたり１ページにも

満たない。司法の反動とはまさにこのことである。

私たちは、この不当判決を許さず、職場から断固闘う

ことを明らかにする。

新幹線ボーナスカット裁判新幹線ボーナスカット裁判

不当判決！


